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問
（
議
員
）
　
世
界
で
平
和
の
危
機
に
直
面
す
る
課
題
が
あ
る

中
で
、
過
去
に
学
び
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
平
和
的

に
解
決
す
る
方
法
を
培
い
、
具
体
的
に
行
動
で
き
る
力
を
育

む
こ
と
は
、
多
様
な
他
者
と
共
生
す
る
力
に
な
る
と
考
え
る
。

現
在
各
学
校
で
平
和
教
育
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
市
と
し
て

平
和
教
育
を
長
岡
京
市
第
二
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
位
置

づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
各
学
校
で
は
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
教
科

学
習
を
含
め
た
教
育
活
動
全
体
で
平
和
に
関
す
る
教
育
を
行

っ
て
い
る
が
、
近
年
の
世
界
情
勢
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会

か
ら
も
平
和
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
依
頼
し
、
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
令
和
８
年
度
の
中
間

改
定
に
向
け
て
見
直
し
を
進
め
て
い
る
第
二
期
教
育
振
興
基

本
計
画
で
は
、
平
和
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
計
画
の
中
間
見
直
し
の
中
で
そ
の
方
向
性
を
よ

り
明
確
に
示
す
予
定
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第二期教育振興基本計画
で平和教育の充実を
日本共産党
中村　歩

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
西
山
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
小
学
校
の
授
業
な
ど
で

利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
児
童
た
ち
は
キ
ャ
ン
プ
で
の
生

活
を
通
し
て
自
然
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
。
西
山
キ
ャ
ン

プ
場
が
設
置
さ
れ
た
目
的
や
、
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
役

割
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
活
用
方
針
や
判
断
基
準
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
西
山
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
青
少
年
が
西
山
の
自
然

に
触
れ
、
野
外
活
動
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
仲
間
と
の
共
同

活
動
を
楽
し
む
場
の
提
供
を
目
的
と
し
、
野
外
活
動
の
場
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
近
年
は
、
近
隣
に
お
け
る

キ
ャ
ン
プ
場
の
充
実
等
に
よ
り
利
用
者
数
の
大
幅
な
減
少
が

み
ら
れ
る
。
ま
た
西
代
里
山
公
園
、
西
山
公
園
な
ど
の
公
園

整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
然
と
触
れ
合
い
楽

し
む
場
の
提
供
と
し
て
の
役
割
は
公
園
で
も
十
分
に
果
た
せ

る
と
考
え
、
今
年
度
で
運
営
を
終
了
す
る
判
断
を
行
っ
た
。

　
　

西山キャンプ場の
今後の方針は
輝（かがやき）
干場　志都恵

包括支援事業その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
排
せ
つ
に
課
題
を
抱
え
る
人
が
、
排
尿
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
捉
え
る
た
め
の
機
器
と
し
て
、
排
せ
つ
予
測
支
援

機
器
が
あ
る
。
介
護
保
険
の
適
用
が
あ
り
、
障
が
い
福
祉
の

日
常
生
活
用
具
と
し
て
全
国
に
は
給
付
す
る
自
治
体
も
あ
る

中
で
、
本
市
で
は
給
付
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
障
が
い
者

基
本
条
例
の
実
践
例
と
し
て
、
本
市
で
も
障
が
い
者
・
児
に

排
せ
つ
予
測
支
援
機
器
を
日
常
生
活
用
具
と
し
て
給
付
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
障
が
い
福
祉
に
お
け
る
排
せ
つ
予
測
支
援
機
器

に
つ
い
て
、
導
入
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
導
入
事

例
が
少
な
く
、
効
果
の
検
証
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
現

段
階
で
は
見
極
め
る
段
階
に
な
い
と
考
え
る
。
技
術
の
進
歩

に
よ
り
新
た
な
機
器
が
開
発
さ
れ
る
中
で
、
導
入
す
べ
き
用

具
に
つ
い
て
は
、
効
果
の
違
い
や
ど
れ
を
対
象
と
す
べ
き
か
、

適
正
な
金
額
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
給
付
に
向
け
た
判
断

を
す
べ
き
で
あ
り
、
今
後
も
検
証
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　

　

障がい者・児への排せつ
予測支援機器給付は
日本共産党
住田　初恵

水道管の漏水事故について／訪問介護事業所
の経営支援とケアマネ確保について

その他の
一般質問

小中学校エアコン　早急に更新・整備を／学校給食無償化を／
ジェンダーレス　水着の選択肢導入と学校更衣室の設置を／文
化センター通り　今里舞塚～今里西ノ口の歩きづらい歩道改善

問
（
議
員
）
　
介
護
者
へ
の
直
接
的
な
支
援
に
つ
い
て
、
本
市

に
は
か
つ
て
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
見
舞
金
が
あ
っ
た
が
、

廃
止
さ
れ
、
お
む
つ
券
の
支
給
に
変
わ
っ
た
。
現
金
支
給
は
、

介
護
の
負
担
軽
減
、
レ
ス
パ
イ
ト
や
生
活
の
安
定
に
も
役
立

つ
支
援
だ
と
考
え
る
が
、
支
援
金
の
復
活
は
行
わ
な
い
の
か
。

ま
た
、
介
護
者
に
は
、
直
接
的
支
援
が
あ
っ
て
も
手
続
き
が

負
担
に
な
る
と
考
え
る
。
市
民
目
線
で
諸
制
度
の
運
用
や
手

続
き
の
改
善
、
簡
素
化
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
介
護
家
族
へ
の
財
政
的
支
援
は
、
従
来
の
支
援

金
額
を
超
え
る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
一
律
の
現
金
給
付

を
復
活
さ
せ
る
よ
り
も
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
整
え
、
個

々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
な
ど
を
総
合
的
に
講
じ
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
、
お

む
つ
券
の
下
半
期
申
請
を
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
行
う
予
定
と

し
て
お
り
、
そ
の
他
の
制
度
に
つ
い
て
も
、
順
次
運
用
を
含

め
可
能
な
限
り
手
続
き
の
簡
素
化
を
行
っ
て
い
く
。
　
　
　

　

介護家族への
支援について
日本共産党
小原　明大

市民活動サポートセンターについて／産業文
化会館について／都市緑化について

その他の
一般質問

行政視察レポート
市民サービスの向上や、住みやすいまちづくりを行うために、委員会が所管している行政事務に対し、先進的な取
り組みや創意工夫を凝らした施策についての調査・研究（行政視察）を行っています。委員会などでの審査や所管
事務調査等において、視察調査内容を生かした提言などを行い、市政へ反映させています。

〇観光基本計画について
（愛知県西尾市）
〇観光施策について
（愛知県一宮市）

〇IoTとAIを活用した効率的予防保全型マンホー
ルポンプ維持管理技術の実証事業について
（大阪府河内長野市）
〇広島市街区公園等指定管理者選定事業及び維持管理
業務について・公園活用による地域コミュニティ活
性化支援事業（小さなエリアマネジメント）について
（広島県広島市）

総務産業常任委員会 建設水道常任委員会

議会運営委員会

西尾市は、山や海などの自然、歴史や文化、特産品など様々
な観光資源を有しており、魅力あふれるまちである。特産
品については知名度アップや消費拡大に向けて、全国各地
のイベントなどに出
店する「モノ」消費
に取り組むだけでは
なく、工場見学や特
産品を自分で製作す
る体験などの「コト」
消費にも力を入れて
いた。

〇ヤングケアラー支援事業について
（愛知県春日井市）
〇こども発達センターについて
（愛知県豊田市）

文教厚生常任委員会

豊田市こども発達センターは、診療、相談・外来療育、通
園の３部門で構成される。通園部門では、障がい特性等に
配慮して対象児を分けた３つの児童発達支援センターを運
営しており、診療部
門であるのぞみ診療
所と連携することで
利用児童の医療情報
や養育状況の共有、
嘱託医委託による安
心感確保、職員の専
門性確保など多様な
役割を果たしている。

河内長野市では、マンホールポンプの設置数が多い状況か
ら、令和２年に国が推進する下水道革新的技術実証事業
（B-DASHプロジェクト）におけるIoTとAIを活用した効
率的予防保全型マン
ホールポンプ維持管
理技術の実証研究を
実施し、事後保全か
ら予防保全の対応が
進み、機器の延命や
人件費などを含めた
コスト削減がなされ
た。

〇議会運営と議会改革について
（岐阜県可児市）
（三重県いなべ市）

いなべ市では、市議会の行動計画が策定され、議案審議が
大きく強化された。議会開会前に、議員間で議案の勉強会
を実施、委員会付託時にも論点整理を行い、審査の着眼点
を共有するなど、質
の高い質疑と議論を
促進。最終的に、議
案への賛否理由を明
確に説明できるた
め、議決への責任あ
る参加や市民への情
報公開が強化されて
いた。

他市から学んだあんなことこんなこと
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令和７年9月定例会が終わりました
定例会トピックス
会議結果
会派の意見
決算審査特別委員会小委員会での審査
一般質問
議会からのお知らせ
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ハッピーハロウィン！（楊谷寺）

Report! 　長岡京市議会では、令和５年12月議会から、
各常任委員会で、所管（担当）する分野のそれぞ
れの課題についてテーマを設定し、所管事務調査
を行ってきました。
　9月定例会の最終日に提出された報告書の主な
内容をご紹介します。

常任委員会
所管事務調査報告

　先進地視察では、観光に関するＳＮＳの活用に力を入れており、行政
の職員が発信を行うアカウントに加え、アカウント運営自体を民間に委
託し、即時積極的に情報発信を行うなど様々なＳＮＳの活用方法につい
て学び、本市のＳＮＳの活用について議論が集まった。閲覧者の興味・
関心を惹き、投稿をリーチさせられるようなＳＮＳ運用は重要な課題で
ある。先進地視察で学んだことを参考に本市ではどのようなＳＮＳの活
用があっているかなど見識を深めていく。今後は、宿泊施設の建設が予
定されており、市内を周遊していただくような取り組みや「モノ」消費
だけではなく、「コト」消費と呼ばれる体験型の取り組みなどを進めて
いくことが重要であると考え、本市で実施できる取り組みなどについて
委員一同議論を深めていく。

総務産業 常任委員会 ・観光戦略について

▲愛知県一宮市視察の様子

▲愛知県春日井市視察の様子

下記２つのテーマについて、調査・研究を行った。
①環境施策について
　環境に配慮した行動の結果が見える化されることがモチベーションの
維持・向上につながるため、市で実施している見える化の取り組みが日
常的に市民の目に触れるような工夫が重要である。
②子どもの育つ環境について
　小規模保育は、小規模保育施設の卒園後も保育が継続できている現状
を周知して、保護者の不安を払しょくすることが重要である。学齢期に
おける発達支援は、リンク・ブックの一層の利用促進に期待が寄せられ
た。先進地視察ではヤングケアラーについて周知啓発する重要性や、児
童発達支援センターと診療所が連携する重要性を学んだ。

文教厚生 常任委員会
・環境施策について
・子どもの育つ環境について

▲広島県広島市視察の様子

下記２つのテーマについて、調査・研究を行った。
①公園等の利活用について
　近隣公園や地区公園は規模が大きいことから、行政だけでなく民間活
力も取り入れた公園管理・運用方法や、利活用のアイデアを検討するこ
とが必要と考える。街区公園は地域ごとで公園の利用状況が違うことか
ら、地域の実情やニーズに合わせた活用方法の検討が必要である。
②治水対策について
　本市の治水対策は、いろは呑龍トンネルへの接続や神足雨水ポンプ場
関連の整備など、浸水被害の軽減に向けた対策が進められているが、民
間への治水対策の協力依頼や、河川の整備などにおける国や都道府県が
管理する部分の対応といった、相互の連携を通しての対策をさらに進め
ることが必要と考える。

建設水道 常任委員会
・公園等の利活用について
・治水対策について


